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保育者の 保育者効力感と心理社会的要因 に対す る過去 の 遊び経験の 影響

　　 渡部　努
（兵 庫教育大学大学院 ）

【目的】

　今 日、幼 稚 園 や 保育所 に おい て、様 々 な遊びを展開

するこ とが 望 まれ て い る。しか し、教員の 経験不 足 に

より、適切な指導が行われて い ない とい う指摘がなさ

れて い る。

　そ こで 、本研究は保育者の 過去の 遊び経験が保育に

どの よ うに 反 映 して い るか を検討するこ とを目的とし

た 。具体的 に は、Fig．1の ような仮説モ デル を設定し、

保育者効力感に対する過去の遊び経験の影響を明らか

に するこ とで ある。
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　 　 　 　 　 　 　 　 Fig．1　 仮説モ デル

【方法】

1． 調査方法

　公 立 ・私立 の幼稚園教諭および保育士を対象に 質問

紙調査を行 っ た e 機縁法 に より幼稚園およ び保育所に

対 し調査依頼を行 い、承諾を得た園 に おい て、後日、

質問紙を送 付 した。質問紙は回答後、一括して 返 送す

るよ う依頼した。尚、質問紙は無記名自記 式 と した 。

2， 調査対象

　公 立・私立の 幼稚園教諭お よび保育士を対象 と した 。

配付数 608部、回収数511部 、回収率 84．OOfOで あっ た。

3， 調査期間

　2003年 10月中旬 〜 10月 31 日。

4． 調査内容

　以下の 6 つ の 観点か ら質問紙を構成 した。

  過去の遊び経験

　 『幼児の 遊び百科』（1994）、 『3 世代遊び場図鑑』

（1999）、岸本（2002）の 調査項目を参考に、70 項 Bの

具体的な遊びを抽出 した。抽出 した遊びにつ い て 、「子

ど も期」、「養成 校期 」、「就職後」 を設定 し、それ ぞれ

の 時期 につ い て 、どの程度経験した こ とがあるか につ

いて 4 段階評定で回答を求め た 。
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  遊びの 中の 要素

　中村 ・深田 （1993）の遊びの 中の 要素 20 項目を用 い

た。「花や草 で遊んだ」 「遊びながらハ ラハ ラ、ドキ ド

キ した 」 な どの 質問項 目 よ り体験 した遊びの 中の 要素

を 4 段階評定 （0 〜 3 点 ） で 回答を求め た。

  共有経験尺度

　角田（1994）に よ っ て開発された過去 の 経験 に 基づ い

て他者理解に通 じる個人の 共感性を測定する共感経験

尺度 の下 位尺 度 で ある共有経験尺 度を用 い た。質問項

目に つ い て 7 段階評定 （0 〜6 点） で 回 答を求めた。

  　問題解決型行動特性尺度

　宗像 （2002）によっ て 開発された 問題解決型行 動特性

尺 度を用 い て、目の 前に ある課題や問題 に 対 して 、 積

極的 ・効果的、現実的に 対処 しようとする行動特性を

持ち合わせ て い るかどうか を測定 した。質問項目に つ

い て 3 段階評定 （O〜2 点） で 回 答を求めた。

  　情緒的支援ネ ッ トワーク尺 度

　宗像（2002）によ っ て開発された情緒的支援ネ ッ トワ

ーク尺度を用い て、友人および職場内におい て、
’
自分

の 周りに情緒的 ・心理的な支えに な っ て くれる友人が

存在 して い ると、本人がどれくらい認知 して い るの か

を測定 した。質問項目に つ い て 2 段階評定 （0 〜1 点）

で 回答を求め た 。

  保育者効力感尺度

　三 木 ・桜井 （1998）らが作成した保育者効力惑尺 度

に おいて、「保育場面におい て子 どもの発達に 望ま しい

変化をもたらす こ とが で きるであろ う保育的行為をと

る こ とがで きる信念」 を測定した 。 質問項目に つ いて

5 段 階評 定 （1 〜5 点）で 回答を求め た 。

　本研究で用い た尺度の 因子 分析およ び信頼性分析の

結果は以下の通りである。

　　　　Tablel 各尺度の 因子分析および信頼性分析

尺度
　 　 　 第 1因子　 　 寄 与串 　　 信頼性
項目数
　 　 　 固有値　個 転後の因于m 係数 a

　 　 遊びの 中の要素

　 　 　 共 有経 駿

　 問題解決型行動特性

友人の 情緒的支援ネッ トワーク

職場内の情緒的支 樫ネットワーク

　 保育者効力感尺 度
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．263

44，8 （4）
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【結果 と考察】ttt，　
・tl ・

1，　各時期の遊び経験と遊びの 中の 要素との関連 ．

　各時期の 遊び経験と遊びの中の 要素との相互関連性

を検討するため、相関分析を行い 、ピア ソ ン の 積率相

関係数を算出 した （Table2）。

Table2各時期の 遊び経験と遊びの 中の要素 との 関連

　 　 　 　 　 　 　 子 ども期 　養 成 校 期 　 就職 後

　 養成校期 　　　．．363 ＊＊

　 就職 後．　　　 ．413 『＊＊
’
．318 ＊＊

遊びの 中の 要素　　．519 串＊　 ，191 ＊＊　 ．270 ＊＊
’

＊　p 〈，05　＊＊　p＜．Ol

　その結果、すべ て の項目間に おびて有意な相関が認

められた 。 つ まり、子 ども期に 多 くの遊び経験を保有

して い るもの は、その 後の 養成校期、就職後に おい て

も多 く．の遊び経験を保有 して い るあで ある。

　また
一

方、過去 に 多 くの 遊 び を絳験 して い る者 は、

「友達とカを合わせ て遊んだ」、「友達とけんか した」

な
．
ど遊びが 内包する様々 な要 素をよ り多く経験 して い

るこ と
’
が明 らか になっ た 。

2．
’
過去の 遊び軽験 と心理社会的要因および保育者

　　効力感との 関連

　過去の 遊び経験が心理社会的要因および保育者効力

感にξの よ うな関連をもっ 丁い るか を検討するたOb1，
相関分析を行 い、ピア ソ ンめ積率相関儻数を算出 した

（Table3）。

Tabie3 過去の 遊 び経 験 と心理 社 会 的要 因・保 育 者効力 感との相関

心 理社会的要 因
過去 の遊び経験 　　　　　　　　の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 中

　 　 　 　 　 　 　 P　　　　　，　　　　　・「　 「　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　 」

3． 過去の 遊び経験、心理社会的要因および保育者効

　・力感に おける共勢散構造分析

　次に、過去の 遊び経験の 心理社会的要因に対する影

響およ び保育者効力感に 対する因果的な影響を構造的

に検討するため 、 共分散構造分析を行なっ た 。
「過去の

遊び経験の 質 と量」、
「共感性」、

「問題解決型 行勦特性1、

「情緒的支援ネ ッ トワ
ー

クの翼知」、 厂保育者効力感」

を潜在変数どし、潜在変数間に おける因巣的な影響力

の 検討を行な っ た （Fig
：
2 ）g 、　 』．．

　その 結果、各時期の 遊び経験と遊びの 中の 要 素を観

測変数に持つ 潜在変数「過去の 遊び経験の 質 と量」は、

潜在変数 「共感性 」 （β＝ ，44　p ＜．OOOI）、「問題解決

型行動特性」（β＝ ．？3
’
p≦．OOI）1．

「情錯的支援ネ・y．ト

ワー
クの 認知」 （β ＝ ，32　p く．

’
OOOI）に プラズ の影響

が認められたLまた、潜往変数 「問題解決型行動特性」

（β ＝ ．51　p 〈．0001）、「共感性」 （β＝ ，10　p ＜，05）

は潜在変数
’
「保育者効力感亅 に直接印なプラス の影響

力が認められた。「情緒的支撫ネ ッ ト7「 クの認知」tt

つ いて は 「保育者効力悪」 に直接的な影響力は認めら

れなか っ た。しか し、潜在変数 「情緒的支援ネシトワ

ーク の認知」は
！

「問題解決型行動特性」 （β＝ ．1
’
7

『
p

＜、05）に プラ ス の 影響が認 め られ 、「保育者効力感」に

対する間接的 な影響力が認め られた。結稟と して、「過

去の遊び経験 の 質と量」 は 「保育者効力感」 に プラス

の 影響が認め られたの で ある。

　 これ らの こ とか ら、過去に 多 くの 遊び経験を保有す

る こ とに よ り、共感性や問題解決型行動特性が高めら
’

れ、情緒的支援の認知を促進するこ とが推察される。

つ まり、過去の 多様な遊び経験の 保有が 心理社会的な

＿＿＿＿＿＿一 」』 駐 L 要因の発達に貢献して おり、

．
それらを媒介として保育

　 　 　 共有経験 　　　　　．295林 　．．142魅 　，159樽 　．248 榊

　 問題解決型行 動特性 　
・
　 ．135＃ 　．e8S．＊＊　．200 ＃ 　．185料

友人 の 情緒的支撮ネットワ
ーク　，121＃ 　　n．s．　　 n．s，　　 n．s．

騨 内の 燗翻 支霞ネ ツトワーケ ．190・＊＊ 　 n，s，　 res ，　 ．096 寧

　 　 保育者効 力感　 　 　 　，115＃ 　 　 n ．5，　 ．326 ＊＊　 219 ＃

．327 ＊＊

．137 林

．157林

．145 牒

，231 林

者効力感が高まるの である 。

亨 Pく．05　＃ P〈．01

　その結果、心理社会的要因および保育者効力感と過

去 の遊び経験 の ほ とん どの 項目に おい て、有意な相関

が認められた。
’
特に子 ども期に おい て は、すべ ての 項

目間 に有意な相関が認 め られた 。 つ まり、過去 に多く

の 遊びを経験することに よ っ で、共感性が高まり、問

題解決型行動特性が上 が り  情緒的支援ネ ッ トワーク

を認知 しやす くなう て い るこ とが推察される 。 さらに、

保育者効力感においでも高まることが推察されるご

Fig．2　過去の遊び経験の 質と量が心理 社会的要因、保育者効

　　　力感にもたら
、

す影響 tヒ関するパ ス ダkア グラム
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